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日本語教育とeラーニング
藤村　知子
東京外国語大学教授
要旨
本稿では、本学において開発した eラーニング教材 JPLANGの機能及び、それを生かした教室授業
との効果的なブレンディッド・ラーニングの試みについて紹介する。
2003年から開発を開始した eラーニング教材 JPLANGは、初級レベル 300時間、中級レベル 300時
間の学習時間を要するWeb版日本語総合教材である。初学者向けには 12言語による文型解説、会話文
や語彙の翻訳がついていることから、世界 157か国 608都市からアクセスがある。2015年 7月からは、
iOS・Android対応、すなわち、スマートフォンやタブレット端末でも使用できるようになった。
eラーニング教材 JPLANGは、BlackboardやMoodleなど既存のシステムを使わず、語学教育に特
化した独自のシステムによって運用している。それは、音声を重視し、音声を再生させるだけではなく、
学習者が録音した音声も再生し、学習者が自身の発音を確認できるようにした点に特徴がある。2015
年 7月からは、サイト上の母語話者の音声と学習者の音声を同時に録音・再生する機能も追加した。シャ
ドーイングの際、母語話者と自身の発音の違いを学習者に気づかせ、発音矯正につなげるためである。
eラーニング教材 JPLANGは、教室授業との併用を想定して制作したが、本学の留学生の使用動向
を調査したところ、初級レベルのコンテンツでは、12言語による文型解説に続けて、その文型を利用
して短文を作る「ドリル」まで行った学習者は、文法誤用が少なくわかりやすい日本文を産出できるよ
うになっていた。反転学習に向いている eラーニング教材を利用し、日本語学習の問題を抱える学習者
が利用しやすい環境を整えることによって、より効果的な日本語学習が進められるものと考える。
１．はじめに
本稿では、東京外国語大学（以下、「本学」と略す）において開発した eラーニング教材 JPLANG
の特徴的な機能及び、それを生かした教室授業との効果的なブレンディッド・ラーニングの試みについ
て紹介する。
２．日本語教育における e ラーニング教材
日本語教育用の eラーニング教材はどのぐらい開発されているのだろうか。国際交流基金関西国際セ
ンター（以下「関西国際センター」と略す）で制作している「NIHONGO eな」が一つの参考資料に
なると思われる。このサイトは、関西国際センターが 2010年に立ち上げたサイトで、日本語教育用の
eラーニング教材の情報を集約し、学習者が自分に合った eラーニング教材を検索できるよう、日本語
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レベル、技能、要素など条件が指定できるようになっている。このポータルサイトに登録されたサイト
数をまとめたものが【表１】である。一つのサイトが初級レベルと中級レベルの両方に掲載されている
など数字は延べ数で示してあり、且つ、関西国際センターによって登録されたサイトであることから、
日本語教育用ｅラーニング教材をすべて網羅しているわけではないが、かなり多くの eラーニング教材
が開発されていることがわかる。
　【表１】国際交流基金関西国際センター制作「NIHONGOeな」に登録されたサイト数
（URL　http://nihongo-e-na.com/jpn/　2016年 1月 26日閲覧）
レベル 登録 サイト数
科目
Category
登録
サイト数
科目
Category
登録
サイト数
初級 153 読む 21 かな 38
中級 124 書く 6 漢字 50
上級 127 聞く 32 ツール 15
話す 21 辞書・翻訳 33
文法 32 文化・社会 44
語彙 48 その他 22
３．JPLANG　URL://jlang.tufs.ac.jp
　本学で開発されている eラーニング教材には、本学で教育している 27言語が学べる TUFS言語モ
ジュールと日本語教育に特化した JPLANGがある。本稿では JPLANGを取り上げる。JPLANGは、
多言語で日本語が学べる eラーニング教材である。初級レベルと中級レベルのコンテンツを揃え、初級
レベルのコンテンツには、12言語、現在作業中の言語を含めれば 15言語による文型解説や翻訳を載せ
たものである。その言語は、英語・ドイツ語・ポーランド語・セルビア語・イタリア語・中国語（簡体
字）・中国語（繁体字）・インドネシア語・マレーシア語・タイ語・ベトナム語・アラビア語であり、現
在、カンボジア語・ロシア語・スペイン語の作業を進めている。
４．JPLANG の概要
（1）JPLANG開発の経緯
JPLANGは、2003年 7月から本学アジア・アフリカ言語文化研究所・芝野耕司教授を研究代表者と
する科学研究費 1によって始められ、2005年度に現代 GP「e-日本語―インターネットで拡げる日本語
の世界」、2008年度に教育 GP「グローバル戦略としての e-日本語」が採択され、内容を充実させてきた。
1　 JPLANG開発を開始した際の科学研究費補助金：2002年～2004年度　研究代表者:芝野耕司　基盤研究（Ａ）課題番号14208014
「協調的ユビキタス多言語運用e-learning環境の研究」
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（2）JPLANGのシステムー独自開発
　①コンテンツを動かすシステム
JPLANGのシステム開発は、2003年の JPLANG開発当初から本学芝野教授が一貫して担当し
ている。その当時、eラーニングのシステムとしては、Blackboard やMoodleが既に開発されてい
たが、後述の語学教育に必要な能が十分果たせないため、独自システムの開発を行うことにした。
2003年 7月から 2007年までは、Java+PostgresSQL+JavaScript+Flash、2007年から 2015年 7月
までは Ajax+Ruby on Rails+MySQL+JavaScript+Flash+Flash Media Serverを用い、2015年 7月
からは iOS・Androidにも対応するようになり、スマートフォン・タブレット端末でも使用できる
ようになった。
日本語学習者の多いアジア地域、特に東南アジアでは、2000年代前半に JPLANGの紹介を行っ
ても、日本語学習者がパソコンを所有していない、インターネット回線の速度が遅く音声の再生に
時間を要する等の問題があったが、パソコンより手軽に所有できるスマートフォンでの使用が可能
になったことは、「いつでも・どこでも」日本語学習ができる環境が真に整ったことを意味する。
②学習管理機能
JPLANGには、【表２】のとおり学習管理機能が用意されている。この機能を利用して、学習者
のコンテンツの利用状況を記録し、教師がそれをチェックできるようにしたり、語学教育が必要と
する課題の形式で、学習者に課題を出すことができる。
		【表２】JPLANG	の学習管理機能	
学習者の音声の録音とその再生
学習履歴の記録→学習進捗状況一覧
課題配信・解答送信・採点集計
アンケート（記名・匿名）配信・回答送信・集計機能
掲示板
課題のあらゆる形式に対応
・録音課題課題
・動画・音声配信
・択一・多肢選択問題
・穴埋め問題
・自由記述及び添削画・音
（3）JPLANGのコンテンツ
JPLANGのコンテンツは、以下に示す、本学留学生日本語教育センター（以下「本センター」
と略す）が開発し、著作権を有する初級、中級レベルの日本語教材がベースとなっており、それを
もとに文法、語彙、会話、読解、聴解を網羅するWeb版総合日本語教材を作成した。その規模を【表
３】に示した。教室授業では、初級 300時間、中級 300時間を要する教材である。
東京外国語大学留学生日本語教育センター編（1994）　凡人社刊
　『初級日本語』『初級日本語れんしゅう』『初級日本語かいわ』
　『初級日本語文法解説［英語版］』                     　　　　　　　　　をベースに開発
　『中級日本語』『中級日本語語彙・文型例文集』
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【表３】　JPLANG　コンテンツの規模
初級
日本語
中級
日本語
日本語能力試験 N5・N4 N３・N2
出版物ページ数 1,884 689 2,573 頁
文型数 324 299 623 文型
語彙数 1,898 2,330 4,228 語
漢字数 600 616 1,216 字
ウェブページ数 1,692 420 2,112 ページ
音声ファイル数 20,500 3,852 24,352 ファイル
画像ファイル数 2,454 142 2,596 枚
ビデオクリップ数 17 17 本
※語彙 語彙
※文法 文型
　 ドリル 本文
　 会話練習 補助資料
※本文会話 表現練習
　 聴解 会話
※読解 口頭表現
処理短
コンテンツ
※は多言語対応
合計
 
　JPLANGの利用者は、4年前の数字となるが、2012年 10月 20日の時点で、世界 157か国 608都
市からアクセスがあり、1日 1万件のアクセスとなっている。
これらのコンテンツに搭載した機能を【図１】【図２】に示す。
ａ．初級のコンテンツと搭載した機能
① 
② 
③ ④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
⑫ 
⑬
【図１】JPLANG初級〈本文会話第 25課〉の画面
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搭載機能
①本センター編『初級日本語』準拠のコンテンツ（会話、文法、ドリル、会話練習、聴解、読解）
②中級への切り替えボタン
③言語：解説言語（「やく」）の切り替えボタン。現在は 12言語選択可能
④目次：『初級日本語』『中級日本語』以外の教科書使用者のための目次。文型索引もある。
⑤録音ボタン：図５、図６参照
⑥課の切り替えボタン
⑦ 音声再生ボタン：クリックして斜線が表示されると再生されず、ロールプレイができる。
⑧テキストの［表示・非表示］切り替えボタン：ディクテーションの練習ができる。
⑨かんじ：クリックすると、漢字仮名交じり文が表示される。
⑩よむ：テキストが全文表示される。
⑪やく：初級の会話文の翻訳の［表示／非表示］の切り替え。媒介語を通じて意味を確認。
⑫音声全文再生ボタン
⑬音声再生ボタン：1文単位、段落単位でボタンを配置
ｂ．中級のコンテンツ
⑭ 
⑮ ⑯ ⑰ 
⑱ 
⑱
【図２】JPLANG中級第１課〈本文〉の画面
搭載機能
⑭本センター編著『中級日本語』準拠のコンテンツ（文型、新しいことば、本文、補助資料、表現練習）
⑮会話：面接練習、アポイントメント等『中級日本語』とは別立てのコンテンツ　　
⑯口頭表現：プレゼンテーション練習用のコンテンツ（別立て）→参照【図３】
⑰処理短：『中級日本語』の語彙の定着を図り、自動処理をめざすコンテンツ→参照【図４】
　　　　　詳細は、鈴木（2006）、鈴木（2007）、鈴木・メーターピスィット（2014）を参照。
⑱辞書機能：青字をクリックすると、別ウインドウが開き、意味、読み方、発音等を表示
       【図３】JPLANG中級口頭表現⑯の画面  【図４】JPLANG中級処理短⑰の画面
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（4）JPLANGのこだわり―既存のシステムを使わず独自システムを開発した理由
　①音声重視―音声を聞く
JPLANGが既存のシステムを用いず、独自システムを開発した理由は、音声を重視したことに
よる。【表２】に示したとおり、２万ファイルを超える音声ファイルが収録されているが、それを、
1文ごと、全文再生、読解文の場合は段落ごと、会話の場合は話者ごとの再生ボタンつけ、聞き取
れない部分を繰り返し再生できるようにした。
　②音声重視―〈録音機能〉自分の声を録音して聞く
日本母語話者の音声を簡便に聞くことができる機能だけではなく、日本語学習者の音声を録音し、
学習者自身が自分の音声を再生して聞く、という機能も実装した。
本センターの学部進学留学生のコースでは、初級の段階で JPLANGを通じて録音する課題を２
回行っている。
2009/6/18 15:11 配信
日本語が上手になるために
どんなことをしたらいいと思いますか。
教師がクリックする
と、学習者の回答音
声が再生できる。
2009年 6月 18日 15:24送信の回答 
日本語が上手になるために、漢字をよ
く勉強したらいいと思います。
【図５】録音課題の問題と JPLANGの画面
藤村・芝野・佐野（2010）では、JPLANGのベースとなった『初級日本語』を使用している本センター
の学部進学留学生のコースで１問１答形式の課題をどのぐらいの時間をかけて学習者が行っている
のかを調べた。【図６】に示したように、2009年度の場合、2回で計 44題の１題当たりの平均所要
時間は 2.68分となっており、【図５】のような簡単な質問であっても、学習者が回答をし、自身の声
の再生を聞いて、録音しなおすといった課題録音の現場で観察した行為を行っていることがわかった。
【図６】
「
」
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また、藤村（2007）で行った学習者へのアンケート結果から、「質問が何度も聞ける」「自分の
回答も何度も聞ける」「十分に考えたあとで回答できる」という、ｅラーニングの録音課題の特徴を、
肯定的に捉える学生は、【図５】のような課題が、自ら気づいて修正できるきっかけとなっている
ことがわかった。
　③音声重視―MIX 録音機能―シャドーイングに対応
これまでの録音機能は【図７】のように、学習者自身の声の再生しかできなかったが、2016年
1月からは、【図８】に示す「MIX」録音機能を新たに搭載した。これは、JPLANGの再生した音
声と自分の声を同時に録音できるため、JPLANGの音声（母語話者）と学習者の声が比較できる
ようになった。ただ後について繰り返すだけのシャドーイングよりも、母語話者と学習者自身の声
が比較できるようになれば、発音の矯正につながるのではないかと考えたためである。
５．日本語学習者はどのように利用しているのか―JPLANG の効果
　最後に、JPLANGの有効活用を紹介する。
（1）eラーニング利用による効果
eラーニング利用による学習効果を測定するのはなかなか難しく、それに関する研究も少ない。
eラーニングを授業や成績評価とかかわるコースで使用しており、統制群と非統制群に分けて効果
を測定するという手法がとれないためである。そのような状況の中で、中西（2015）では、講義
形式の概論５科目、情報処理系４科目、英語３科目計 12科目でMoodleのアクセス数と期末試験
成績の相関を調べた結果、アクセス数が少ない学生は成績分布の幅が広く、「アクセス数が多くな
るほど、成績が下位の者は減少」するという結論を導いている。
（2）本学留学生日本語教育センター「１年コース」の日本語学習者の場合
本センターで『初級日本語』を使用して学習している学部進学留学生は、JPLANGをどのよう
に使っているのであろうか。藤村・芝野・佐野（2010）では、以下の調査を行った。
【図７】録音画面 【図８】MIX録音画面
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　①調査対象とした学習者・期間・時間
【表４】2009 年度春学期　学部進学留学生コースの日本語教育の概要
主教材 『初級日本語』全28課
学習項目数 文型272　語彙約2000　漢字600字
授業期間 2009年4月10日～7月15日（中間・期末試験を含む）
前期　日本語28時間＋専門科目6時間　9:00～14:40
後期　日本語28時間＋専門科目10時間　9:00～16:30
分析対象者 未習者クラスの19か国29名（内、漢字系学習者は2名）
分析対象期間 2009年4月14日（JPLANG説明会）から7月14日まで
【表３】2009年度春学期１年コースの概要
授業時数
このコースでは、教室授業では直接法によって行われ、JPLANGは、【図９】のように教室授業
と併用することを想定していた。
語彙・文型の
導入
基本
練習
運用
練習
本文
導入
漢字
導入 聴解 読解
【図９】教室授業と JPLANGのブレンディッド・ラーニング
　②調査方法
　　授業時間外にアクセスしたページと滞在時間について、アクセスログを調べた。
　③調査結果
使用の強制はしないにもかかわらず、【図 10】に示すとおり、課が進むに連れて、JPLANGの
使用時間が多くなった。いわゆる成績のよい学習者は、JPLANGを全く利用しないか、利用する
場合は、12言語による文法解説で終わらず、「ドリル」を行っていた。後者の学習者は、試験の得
点が高いだけでなく、文法的な間違いの少ない日本語を産出することができるようになっていた。
【図 10】学部進学留学生未習者クラス 29名の『初級日本語』課別 JPLANG利用累計時間数
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JPLANGを全く使わない学生は、成績の良い学習者も、日本語学習上問題を抱えている学習者
も含まれていた。
　④考察
eラーニングでの学習は、何度でも繰り返し聞くことができ、間違った答えを言っている場面を
誰にも見られずに済む、という特性がある。日本語学習の問題を抱えている学習者にこそ「ドリル」
を使って、「聞く」「文を作って言う」という練習に導く工夫が必要である。
６．JPLANG の今後
（1）スマホ・タブレット対応による予想される変化
JPLANGは初級レベルでは、直接法による授業のあと、文型や語彙の定着を図るために使い、
中級レベルでは、授業の予習に使って授業効率を高めることを想定していたが、前述のとおり、ス
マートフォンであれば、学習者の所有率が高く、反転学習がよりしやすくなるのではないかと考え
られる。文を作る基本的な練習は JPLANGで行い、教室授業では、コミュニケーション重視の練
習を行うようにすれば、より効果的と考えられる。
（2）協働学習への対応
JPLANG開発当初の 2003年は、ICTを利用した語学学習はセルフラーニングが主流であり、「教
師」対「学習者」の関係だけを考えていた。JPLANGを用いて協働学習を行った実践例は、藤村（2012）
に述べたが、アクティブラーニングに対応するためには、協調学習への対応も必要であろう。
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Japanese Language Education and e-Learning System ‘JPLANG’
This article deals with the functions of the e-learning system ‘JPLANG’ developed by Tokyo 
University of Foreign Studies and attempts at an effective blended learning combined with classroom 
teaching utilizing it.
JPLANG, whose development was started in 2003, is a web-based total Japanese language 
study tool that requires 300 hours in learning time for the beginners’ level and another 300 hours for the 
intermediate level. Users from 608 cities in 157 countries across the world have accessed the e-learning 
tool as the beginners’ course offers explanations of sentence patterns in 12 languages, conversations, and 
translation of vocabulary. Since July 2015, JPLANG has become iOS and Android compatible, which 
means that it became available for smartphone and tablet users as well.
JPLANG is operated on its own system specialized for language education without depending 
on the existing systems such as Blackboard and Moodle. A feature of JPLANG is that it puts emphasis 
on sounds and not only plays sounds, but also plays learners’ voices recorded by them so that they can 
check their own pronunciations. Since July 2015, an additional function has been added, which enables 
learners to simultaneously record and play native speakers’ voices on the site and their own voices. The 
purpose of the added function is to make learners recognize differences between native speakers’ and 
their pronunciations and to let them correct their pronunciations during shadowing training.
JPLANG was developed for combination use with classroom teaching. In the usage survey of 
Japanese language learners at our university, it has been found that as far as contents at the beginners’ 
level are concerned, learners became able to construct easy-to-understand Japanese sentences with few 
grammatical errors if they have advanced to the stage of the	“drill” in which they create short sentences 
utilizing sentence patterns after going through explanations of sentence patterns in 12 languages. It is 
considered that more effective Japanese language study can be achieved by utilizing e-learning tools 
suited for ﬂipped learning and creating an access-friendly environment for learners with problems on 
Japanese language study.
